
報道機関 各位 期日  令和５年９月２８日（木） 

時間  午前１１時００分から  

会場  南魚沼市役所本庁舎２階応接室  

件 名 

令和５年９月の定例記者会見について  

内 容 

１．埼玉県坂戸市との「大規模災害時における避難に関する応援協
定」の締結について  

・・・総務課 Ｐ１

２．「災害廃棄物処理の協力に関する協定締結式」について  
・・・廃棄物対策課 Ｐ３

３．「令和５年度 南魚沼地域合同除雪出動式」について  
・・・建設課 Ｐ６

４．「ウィズコロナ下での日本山岳リゾート活性化国際フォーラム」
の開催について  

・・・秘書広報課  Ｐ９

５．「にいがた狼煙プロジェクト in 南魚沼 2023」の開催について  
・・・商工観光課  Ｐ 12

６．「第 19 回 八色の森市民まつり」の開催について  
・・・商工観光課  Ｐ14

７．「Minamiuonuma Startup Day」の開催について  
・・・商工観光課  Ｐ16

８．南魚沼市公式求人サイト「南魚沼マッチボックス」の開設につい

て 
・・・商工観光課  Ｐ25

○南魚沼市観光協会からの情報提供
・「南魚沼、本気丼キャンペーン」について
・南魚沼市観光協会の「登録ＤＭＯ」への登録について

《10月定例記者会見：令和５年10月25日（水）午前11時～予定》 

≪お問合せ先≫  
南魚沼市  総務部  秘書広報課 

担 当：秘書広報班 樋口 忠 
電  話 ０２５－７７３－６６５８  
ＦＡＸ ０２５－７７２－３０５５  
メール hisyo@city.minamiuonuma.lg.jp

報道資料  



報道機関 各位 令和５年９月２８日 

南魚沼市総務部 

総務課 

件 名 

埼玉県坂戸市との「大規模災害時における避難に関する応援協定」の締結

について 

内 容 

 埼玉県坂戸市と、首都圏又は北陸地方を中心とした大規模災害が発生し、被災

地周辺に在住する両市出身者の広域的な避難が必要となった場合、その体制整備

を図ることを目的として、下記のとおり「大規模災害時における避難に関する応

援協定」を締結します。この協定は、被災地に近い両市の地域内に避難支援活動

を行うための拠点を設置し、避難を円滑に実施するための相互支援を行うもので

す。 

記 

１．日 時 令和５年 10月 10日（火曜日） 午後１時 30分から 

２．会 場 南魚沼市役所 本庁舎 ２階 応接室 

添付資料 

・締結式次第

報道資料 

≪お問合せ先≫ 
南魚沼市総務部総務課 

担 当：防災庶務班 田村 
電 話 ０２５－７７３－６６６０ 
ＦＡＸ ０２５－７７２－３０５５ 
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大規模災害時における避難に関する応援協定締結式次第 

１ 名  称 大規模災害時における避難に関する応援協定締結式 

２ 日  時  令和５年１０月１０日（火曜日） 午後１時３０分～ 

３ 会  場  南魚沼市役所本庁舎 応接室（２Ｆ） 

４ 出 席 者  坂戸市 

市 長  石 川   清 様 

総務部長  市 原 真 一 様 

南魚沼市 

市 長  林 茂 男 

総務部長  南 雲   貢 

５ 式 次 第  （１） 開会

（２） 概要説明

（３） 協定書署名

（４） 写真撮影

（５） 挨拶

（６） 質疑

（７） 閉会
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 報道機関 各位  令和５年９月２８日 

南魚沼市市民生活部 

廃棄物対策課  

件 名 

「災害廃棄物処理の協力に関する協定締結式」について  

内 容 

近年の国内における自然災害の増加傾向に伴い、自治体の廃棄物処理

事業においては、災害復興にも影響を与える災害廃棄物処理を、迅速か

つ円滑に行う遂行力や体制の強化が求められているところです。  

そうした中、一般社団法人新潟県産業資源循環協会三魚沼支部南魚沼

分会から災害廃棄物処理の遂行力や体制強化につながる積極的なご提

案をいただき、災害廃棄物処理の協力に関する協定を締結する運びとな

りました。  

協定については、主に災害廃棄物の収集、運搬及び処分等に関する協

力事項について規定しており、この協定を下記日程により一般社団法人

新潟県産業資源循環協会三魚沼支部南魚沼分会、南魚沼市及び湯沢町の

三者で締結します。なお、湯沢町が一般廃棄物処理を南魚沼市に委託し

ていることから、湯沢町を含めた三者協定となっています。  

 

記  

 

１．日  時 令和５年 10 月 24 日（火）  14： 00～  

２．会  場 南魚沼市役所 本庁舎 ２階  応接室  

 

添付資料  

・災害廃棄物処理の協力に関する協定の概要  

・発災から廃棄物処分までのイメージ  

 

報道資料  

≪お問合せ先≫  
南魚沼市市民生活部廃棄物対策課  
担 当：廃棄物対策係  宮本  

電 話  ０２５－７８２－０３３９  
ＦＡＸ  ０２５－７８２－１６２５  
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災害廃棄物処理の協力に関する協定の概要 

 １．協定締結の背景 

「国土交通白書」などに見てとれるように、近年の国内においては大雨や短時

間強雨の増加に伴って洪水や土砂災害が増加傾向にあります。水害、土砂災害を

始めとする災害リスクの高まりに伴い、自治体においては発災時における公衆

衛生の確保と生活環境の保全の観点から実効性の高い災害廃棄物処理の体制を

構築する必要性が高まっています。 

 ２．協定の目的 

発災時に自治体に求められる対応には、救急・救助活動、避難所の設置、炊出

し・飲料水の供給などがあり、これらに次いで災害廃棄物処理の速やかな対応が

あります。災害廃棄物処理においては、迅速な初動対応と円滑な処理の実施が求

められる一方で、自治体だけで対応するには限界があり、民間事業者からの協力

が必要不可欠です。 

このことから、新潟県と新潟県産業資源循環協会との「災害廃棄物の処理に関

する応援協定」（※）に併せて、新潟県産業資源循環協会三魚沼支部南魚沼分会

との間で独自に協定を締結し、南魚沼市と湯沢町における災害廃棄物処理の初

動対応の体制強化と迅速化を図ります。 

※「災害廃棄物の処理に関する応援協定」…新潟県内における発災時の被災市町

村への応援体制の構築を目的に平成 18年 10月 23日に締結。 

 ３．協定の特色 

１．災害廃棄物処理の初動対応を迅速化し、実効性を高めるための規定 

○発災時に要請する協力内容（災害廃棄物仮置場の管理運営、被災地域の一

次集積所から災害廃棄物仮置場への災害廃棄物の収集運搬、路上片づけご

みの収集運搬 など）についての規定【第２条】

○平時から準備体制を構築し、発災後の迅速かつ円滑な災害廃棄物処理に必

要な事項などを協議する場として「連絡会議」を設置する規定【第５条】 

２．「南魚沼市・湯沢町をよく知っている」という利点を活かせる 

この協定は、「災害廃棄物の処理に関する応援協定」の“広域的な協定”に

対して、“局地的（狭域的）な協定”です。新潟県産業資源循環協会三魚沼支

部南魚沼分会という地元の団体と南魚沼市・湯沢町が協力することで「南魚沼

市・湯沢町をよく知っている」という、“局地的な協定”の最大の利点を活か

した対応が図れると考えています。 
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 報道機関 各位  令和５年９月２８日 

 南魚沼市建設部 

建設課 

件 名 

「令和５年度 南魚沼地域合同除雪出動式」について  

～世界最強の除雪体制・雪国の魅力をアピール～  

内 容 

今冬の南魚沼地域の道路の安全・安心の確保に向け、各道路管理者（国

道、県道、高速道路、町道、市道）と除雪企業体が一堂に会して世界最強

の除雪体制をアピールし、雪国の魅力を広く内外に発信します。また、次

世代を担う子供達や若者の理解を深め、建設業界への人材確保を図り、雪

国の暮らしを守っている除雪作業への誇りを持ってもらうため、南魚沼地

域合同での出動式を下記のとおり開催します。  

 

               記  

 

１．日  時：令和５年 10 月 24 日（火）午前 10 時～ 11 時 30 分 

 

２．会   場：南魚沼市関 1186 番地６地内   

長岡国道事務所 塩沢除雪ステーション  

    （雨天時はテントを設営し実施） 

 

３．主  催：南魚沼市、湯沢町 

共  催：国土交通省  長岡国道事務所、新潟県  南魚沼地域振興局、 

東日本高速道路株式会社  新潟支社 湯沢管理事務所  

 

４．参加者等：南魚沼地域除雪業者（企業体含む 19 社）、石打小学校４年

生児童、上関保育園園児、湯沢町観光まちづくり機構、南

魚沼市観光協会、南魚沼警察署長、南魚沼市長、南魚沼市

議会議長、湯沢町長、湯沢町議会議長、国土交通省  長岡

国道事務所長、新潟県  南魚沼地域振興局長、東日本高速

道路株式会社 新潟支社  湯沢管理事務所長  

 

５．取材対応：当日の取材について事前申込は不要ですが、現地にて受付  

をお願いします。なお、記念撮影終了後、各道路管理者の  

代表者への取材時間を設ける予定です。  

添付資料  

・出動式次第 ・会場位置図  

 

 

報道資料  

≪お問合せ先≫  

南魚沼市建設部建設課  
担 当：維持管理班 原澤  
電 話  ０２５－７７３－６６７４  
ＦＡＸ  ０２５－７７２－８６５９  
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令和５年度 南魚沼地域 合同除雪出動式（案） 

 

 

式 典 次 第 

 

  １．開会                   （10：00） 

  ２．訓辞（道路管理者代表 南魚沼市長） 

  ３．来賓挨拶（代表 南魚沼警察署長） 

  ４．鍵の引き渡し（石打小学校４年生） 

  ５．リース贈呈（上関保育園 園児） 

  ６．激励の言葉（湯沢町観光まちづくり機構代表理事） 

  ７．決意表明（除雪業者代表 新潟県道除雪企業体） 
 

式典の部終了                （10：35） 

 

 ８．記念撮影                             （10：40） 
 

   報道取材（長岡国道事務所長、湯沢町長、南魚沼市長など） 
 

  ９．除雪機械デモンストレーション 
 

合同除雪出動式終了              （11：00） 

 

 １０．除雪機械乗車体験（児童、園児） 
 

全日程終了                    （11：30） 
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【会場位置図】

【除雪出動式イメージ】

＜式典＞ ＜鍵の引き渡し＞

＜記念撮影＞ ＜除雪機械＞

至 群馬

至 新潟

国道１７号

塩沢除雪ステーション

（南魚沼市関1186番地6）

至 十日町
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 報道機関 各位  令和５年９月２８日 

南魚沼市総務部 

秘書広報課  

件 名 

『ウィズコロナ下での日本山岳リゾート活性化国際フォーラム  

「通年型観光推進の戦略」』の開催について  

内 容 

 南魚沼市の姉妹都市であるオーストリアのチロル州セルデン町から、

エルンスト・シェプフ町長をはじめとした訪日団の皆さんをお招きし

て、新潟県日墺協会創立 40 周年・南魚沼市＝セルデン町姉妹都市締結

40 周年記念として下記のとおり、国際フォーラムを開催いたします。ぜ

ひ、ご取材いただきますようお願いいたします。  

 

記  

 

１．日  時 令和５年 10 月 13 日（金）  15： 00～17：45 

 

２．会  場 舞子高原ホテル（南魚沼市舞子 2056 番地 108）  

 

３．内 容 

 ○記念式典  15：00～  

駐日オーストリア大使祝辞（予定）、塩沢中学校吹奏学部演奏  

 ○基調講演  15：45～  

   「ウィズコロナ下でのチロル州・新潟県の観光戦略」  

    ・エルンスト・シェプフ  氏（セルデン町長）  

    ・前川 翔 氏（新潟県観光文化スポーツ部副部長）  

 ○パネルディスカッション 16：45～ 

   コーディネーター  

 ・林 茂男（南魚沼市長）  

   パネリスト  

    ・エルンスト・シェプフ 氏  

    ・前川 翔 氏 

    ・皆川 賢太郎 氏（元アルペンスキー日本代表）  

    ・田村 正幸 氏（湯沢町長）  

    ・小野塚  昭治 氏（新潟県スキー産業振興協議会幹事長）  

添付資料  

・フォーラムチラシ  

 

報道資料  

≪お問合せ先≫  
 新潟県日墺協会  事務局  

南魚沼市総務部秘書広報課  
担 当：樋口・上村  

 電  話 ０２５－７７３－６６５８  
 ＦＡＸ ０２５－７７２－３０５５  
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報道機関 各位 令和５年９月２８日 

南魚沼市産業振興部 

商工観光課 

件 名 

「にいがた狼煙プロジェクト in 南魚沼 2023」の開催について 

内 容 

 今年で 15 回目を迎える「にいがた狼煙プロジェクト in 南魚沼 2023」が下記

のとおり開催されます。 

この狼煙プロジェクトは、県内の山城跡等からそれぞれの地域の連携やまちお

こしへの想いを込めて狼煙を上げるものです。澄んだ秋晴れの青い空に上がる白

い狼煙は、自然のコントラストとなり素晴らしい眺めになります。 

記 

１．日  時 令和５年 10 月１日（日）午前 10 時 一斉狼煙上げ 

２．狼煙上げ場所 12 か所 

大和地域（３か所）・六日町地域（６か所）・塩沢地域（３か所） 

※狼煙上げ場所の位置については添付資料をご確認ください。

添付資料 

・にいがた狼煙プロジェクト in 南魚沼 2023 チラシ

報道資料 

≪お問合せ先≫ 
南魚沼市産業振興部商工観光課 
担 当：観光交流班 小倉 
電 話 ０２５－７７３－６６６５ 

ＦＡＸ ０２５－７７３－６７１０ 
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 報道機関 各位  令和５年９月２８日 

南魚沼市産業振興部 

商工観光課 

件 名 

「第 19 回 八色の森市民まつり」の開催について  

内 容 

今年も八色の森公園を会場に「八色の森市民まつり」を開催します。 

南魚沼市の魅力を市内外に発信するとともに、市民が家族連れで参加で

きるイベントを予定しています。  

秋の一日、ご家族で楽しめる内容となっておりますので、大勢のみなさ

んからご来場いただきたく、広報・取材にご協力いただきますようお願い

いたします。  

記 

１．日 時 令和５年 10 月８日（日） 10：00～15：30 

２．場 所 八色の森公園（南魚沼市浦佐 5483-1） 

３．内 容  

・ステージイベント「魚沼ダンスフェスティバル」「お楽しみ抽選会」 

  ・子ども広場「こめつぐ君ふわふわドーム」「土木フェア」「親子ミニ

四駆体験」「消防車・救急車展示」  

・テント村「地元のお店等による飲食ブース」「フリーマーケット」  

  ・その他「熱気球搭乗体験」  

４．主 催  

八色の森市民まつり実行委員会（事務局：南魚沼市商工観光課） 

５．協 賛 

 NEXCO 東日本 湯沢管理事務所  

  明治安田生命保険相互会社  六日町営業所  

 

添付資料  

・第 19 回八色の森市民まつりチラシ  

 

報道資料  

≪お問合せ先≫  

 南魚沼市産業振興部商工観光課   
担 当：商工振興班 金井・小林・田村  

 電 話 ０２５－７７３－６６６５  
 ＦＡＸ ０２５－７７３－６７１０  
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魚沼基幹病院
↑
長
岡

上
越
新
幹
線

上
越
線

北里学院→

ゆきぐに大和病院

池田記念
美術館

八色の森公園

南魚沼市役所
大和庁舎

東口

魚
野
川

17

JAみなみ魚沼
あぐりぱーく八色

八色の森
市民まつり会場

さ
わ
ら
び

P

P

六
日
町
↓

浦
佐
駅

周
辺
案
内
図

・お車でご来場の方は、左記周辺案内図に記
載の駐車場をご利用ください。
・ドローン等の持ち込み、使用を禁止します。
・荒天等の際は各イベント内容が変更になっ
たり中止になる場合があります。

・無料シャトルバスは運行しません。
注意事項

19
第

回市民まつり市民まつり
八色の森八色の森

主　催：八色の森市民まつり実行委員会
協　賛：NEXCO東日本湯沢管理事務所

：明治安田生命保険相互会社 六日町営業所
問合せ：南魚沼市役所商工観光課
　　　　☎（025）773-6665

主　催：八色の森市民まつり実行委員会
協　賛：NEXCO東日本湯沢管理事務所

：明治安田生命保険相互会社 六日町営業所
問合せ：南魚沼市役所商工観光課
　　　　☎（025）773-6665

●たこ焼き、焼きそば、ラーメン、焼き肉、
チョコバナナ、志んこ餅、おこわ、各種飲み物

●フリーマーケット
●スーパーボールすくい、包丁研ぎ など

●土木フェア
　建設機械搭乗体験、
くじびきなど

●消防車・救急車展示
●ふわふわドーム

●土木フェア
　建設機械搭乗体験、
くじびきなど

●消防車・救急車展示
●ふわふわドーム

●魚沼ダンス・フェスティバル
●おたのしみ大抽選会 14：00～
●魚沼ダンス・フェスティバル
●おたのしみ大抽選会 14：00～

12：00からステージ隣商工会
テントで抽選券を配布します。 熱気球体験搭乗熱気球体験搭乗

テント村

さわらび前こども広場ステージ
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報道機関 各位  令和５年９月２８日 

南魚沼市産業振興部  

商工観光課  

件 名 

「Minamiuonuma Startup Day」の開催について【初開催】  

内 容 

当市の起業家及び支援施策等の発信、首都圏企業・自治体等との繋

がりの形成のため、渋⾕スクランブルスクエア（渋⾕駅直結）15 階「渋

⾕ＱＷＳ」にて、南⿂沼のスタートアップと東京の起業家・企業・⾃治

体関係者らが集うイベントを下記のとおり開催します。南⿂沼・新潟

に関⼼、ゆかりのある皆様のご参加をお待ちしております。  

記  

１．日 時 令和５年 10 月 26 日(木)15 時～18 時  

２．場 所 渋谷ＱＷＳ 〒150-0002 東京都渋⾕区渋⾕２丁⽬渋⾕

スクランブルスクエア 15F

３．定 員 現地 80 名 オンライン 50 名 

４．対 象 者 ①南魚沼市および周辺市町村の起業家

②南⿂沼市との連携に興味があるスタートアップ

③南⿂沼市のスタートアップ政策に興味がある⾃治体

関係者

④南⿂沼市および周辺市町村出⾝の都内在住者

５．参 加 費 無料 

６．申込方法  peatix からチケットを申込。  

https://minamiuonuma-startupday2023.peatix.com 

７．主  催 南魚沼市（運営：（一社）南魚沼市まちづくり推進機構、

Socialups（株））  

添付資料  

・PR TIMES リリース記事（【新潟発自治体スタートアップイベント】

渋谷の真ん中で、Minamiuonuma Startup Day を開催！【初開催】）

報道資料  

≪お問合せ先≫  
南魚沼市産業振興部商工観光課  
担 当：商工振興班 小林  

電 話 ０２５―７７３―６６６５  
ＦＡＸ ０２５―７７３―６７１０  
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【新潟発⾃治体スタートアップイベント】渋⾕の真ん中で、【新潟発⾃治体スタートアップイベント】渋⾕の真ん中で、
Minamiuonuma Startup Day を開催！【初開催】Minamiuonuma Startup Day を開催！【初開催】

新潟県南⿂沼市発！スタートアップミートイベントを開催します。会場では、お⽶の試⾷や⽇本酒の試新潟県南⿂沼市発！スタートアップミートイベントを開催します。会場では、お⽶の試⾷や⽇本酒の試
飲もお楽しみいただけます。飲もお楽しみいただけます。

新潟県南⿂沼市（市⻑：林茂男）は、2021年から起業家⽀援政策を開始し、六⽇町駅前での拠点整備や新潟県南⿂沼市（市⻑：林茂男）は、2021年から起業家⽀援政策を開始し、六⽇町駅前での拠点整備や

補助⾦制度に取り組んできました。今回、渋⾕スクランブルスクエア（渋⾕駅直結）15階「渋⾕QWS」補助⾦制度に取り組んできました。今回、渋⾕スクランブルスクエア（渋⾕駅直結）15階「渋⾕QWS」

にて、南⿂沼のスタートアップと東京の起業家・企業・⾃治体関係者らが集うイベントを開催します。にて、南⿂沼のスタートアップと東京の起業家・企業・⾃治体関係者らが集うイベントを開催します。

イベントでの出会いを通じ、南⿂沼・新潟に関⼼、あるいはゆかりのある皆様のご参加をお待ちしておイベントでの出会いを通じ、南⿂沼・新潟に関⼼、あるいはゆかりのある皆様のご参加をお待ちしてお

ります。ります。https://minamiuonuma-startupday2023.peatix.comhttps://minamiuonuma-startupday2023.peatix.com

Minamiuonuma Startup Dayとは？（Minamiuonuma×Startup）

 ⽶どころとして知られる新潟の中でも、随⼀のブランドを誇る南⿂沼市。⽶穀業者からも「南⿂沼の

コシヒカリは⽇本⼀美味しい」との評判をいただいています。

南⿂沼市では、世界的な脱炭素の流れの中で森林保護や植林につながる「カーボンクレジット」創出

事業や、⽶や酒造りの過程で出る酒粕や⽶ぬかなどの地域ならではの資源を活⽤したスタートアップ企

業がどんどん⽣まれています！

南⿂沼市は2021年から起業家⽀援政策を開始し、起業家に向けた補助⾦制度や、起業家の交流の場とな

るコワーキングスペースの設置など、創業⽀援の体制を強化しています。

 当イベントは、そんな南⿂沼市から⽣まれた起業家、スタートアップ企業と、南⿂沼市の地域課題を

解決できる東京の起業家・スタートアップとをつなげ、協⼒を深めるためのミートアップイベントです

。

イベントでは、南⿂沼のスタートアップの事業の取り組みや地域の課題についてご紹介するとともに

、スタートアップイベントでは珍しく、南⿂沼が誇るお⽶や⽇本酒などを試飲するコーナーもご⽤意。

南⿂沼の恵みを味わっていただきながら、ご参加者同⼠のミートアップ・交流いただく時間を設けます

。

 ぜひ南⿂沼×東京の繋がりを楽しんでいただければと思います。

PRESS RELEASE

報道関係各位 2023年09⽉22⽇
南⿂沼市
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 南⿂沼・新潟にご縁がある⽅、⾏政関係者の⽅も⼤歓迎です！

開催概要

■⽇時

2023年10⽉26⽇（⽊）15時〜18時

■場所

渋⾕QWS 〒150-0002 東京都渋⾕区渋⾕２丁⽬渋⾕スクランブルスクエア15F

■定員

現地 80名 オンライン 50名

■対象者

①南⿂沼市および周辺市町村の起業家

②南⿂沼市との連携に興味があるスタートアップ

③南⿂沼市のスタートアップ政策に興味がある⾃治体関係者

④南⿂沼市および周辺市町村出⾝の都内在住者

■主催

南⿂沼市

（運営：⼀般社団法⼈南⿂沼市まちづくり推進機構、Socialups株式会社）

スケジュール

15:00 オープニングパネルディスカッション「南⿂沼のスタートアップって？」

 南⿂沼市⻑ 林茂男

 (株)⿂沼スッポン 井⼝陸弥

15:20 チャレンジ⽀援事業補助⾦採択者のピッチ

 (株)ForestFolks 桜井隆志

 (株)accos 永井亜⽊⼦

 SOUQ(株) 奥⽥将⼤

 ＊チャレンジ⽀援事業補助⾦とは、南⿂沼市で地域産業に携わる個⼈や既存の法⼈が取り組む構想段

階の事業や、起業者が取り組む新事業を進めるため、その新たなビジネスを社会実装させるために⾏う

国内外先進地への調査研究や概念実証（POC）などに必要な経費を⽀援する補助制度です。

15:50 南⿂沼の社会課題解決パネルディスカッション 「南⿂沼の森林問題」

 (株)庄治郎商会 原澤太⼀

 (株)Socialups 髙瀬章充

 南⿂沼市役所 平川勇⽃
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16:20 都内スタートアップカウンターピッチ

 (株)⾬⾵太陽 岡本敏男

16:35 新潟県の施策説明

 新潟県産業⽴地課

16:45 クロージング

 南⿂沼市産業育成⽀援特別顧問 松井利夫

17:00 南⿂沼のお酒・フード試⾷会

18:00 イベント終了

登壇者（企業）紹介

・南⿂沼市産業育成⽀援特別顧問（（株）アルプス技研 創業者 最⾼顧問） 松井利夫

・(株)⿂沼スッポン

代表取締役社⻑ 井⼝陸弥

新潟県南⿂沼市⽣まれ。2014年北海道⼤学⽔産学部⼊学。2020年北海道⼤学⼤学院にて「アワビの陸

上養殖に関する研究」で修⼠号取得。2021年地元南⿂沼市にUターンし”温泉を活⽤したスッポンの養

殖事業”をスタートするべく株式会社⿂沼スッポンを設⽴。飼育には南⿂沼市内に⾃噴する温泉を活⽤

し、また餌には地元の銘酒である⼋海⼭の製造過程で出る酒粕を配合して⽣産を⾏っている。

・(株)ForestFolks
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代表 桜井隆志

南⿂沼森林組合にて林業に従事し、植林から伐採まで経験。

その後南⿂沼市でのチャレンジ⽀援補助⾦に採択され、CO2排出権取引の活⽤によるより良い森林整備

を⾏い、林業、⼭林を取り巻く状況の改善を⽬指した新規事業の⽴ち上げを⾏っています。

・(株)accos

代表取締役 永井亜⽊⼦

私たちは、双⼦の姉妹で、⿂沼産コシヒカリの⽶ぬかと⽞⽶を使った「⽶ぬか⽞⽶カイロ」の製造販売

を令和２年から⾏っています。⽶ぬかと⽞⽶が安定的に調達可能なこの南⿂沼の地で、私たちの取り組
- 20 -



み（未利⽤の農業副産物から利益を⽣み出すこと）を通し、農業者の収⼊を補填し、経済⾯・環境⾯と

もに安⼼・安全な循環型農業の普及と、⼈々の⼼⾝の健康維持を推奨していきます。  

・SOUQ(株)

代表取締役 奥⽥将⼤

前職にて中近東の事業開発を担当。UAE駐在時に⽇本の地域⽂化や、⽔や雪など天然資源が現地では憧

れの存在であることに衝撃を受け、帰国後に観光業で起業。雪国⽂化を活かしたツアーや、リノベ温泉

旅館・古⺠家宿を運営。

スノーリゾートにおける地域を無視した開発やオーバーツーリズム問題に危機感を覚え、「シェアすれ

ば豊かに」をテーマにweb3技術を活かした観光客や移住者と地域を繋ぐ新しいエコノミー創出を⽬指す

。

・(株)庄治郎商会
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代表取締役 原澤太⼀

〜相⼿の気持ちになって考える〜

⼈でも植物でも無機質な物でも。私が常に思っていることです。

おはよう。まだ⽇も昇らない朝、圃場（⽥んぼ）をすべて周り稲たちの顔を⾒て管理をしています。⼈

と同じで喉も渇くし、お腹も空きます。⽥んぼ⼀枚⼀枚顔が違うし、同じ⽇に植えたのに⼟壌によって

成⻑も⾊も全然違う。そこが⾯⽩い。個性に合わせて⽔をやり、栄養（肥料）の加減も考え育てます。

ご飯も⼀品として考え、産地とブランドに胡坐をかかず、⼀⽣産者として、ごはんソムリエとして、こ

だわりの逸品を皆様の⾷卓にお届けします。

また、現在は野遊び体験事業に⼒を⼊れていて、ホテルと連携をした⽥植え体験、稲刈り体験は毎年⼤

賑わいです。

私たちは、⼈と⾃然の「もっといい関係」を築き、明⽇へ繋げるエコライフ創造企業を⽬指します。

・(株)⾬⾵太陽 岡本敏男
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1982年、⼤阪府⽣まれ。東京⼤学在学中の2004年に株式会社ブレイブシップを創業し、代表取締役に

就任。

⼤⼿企業/急成⻑ベンチャー企業をクライアントに、新卒採⽤コンサルティング事業を推進。

その後は会社員に転じ、主に⼈事・組織開発領域、⼦会社経営を専⾨に複数社を経験。

2019年4⽉よりNPO 法⼈東北開墾に事務局⻑として⼊社。2021年2⽉、同社取締役就任。

株式会社⾬⾵太陽

⽣産者と消費者を直接繋ぐCtoCプラットフォーム「ポケットマルシェ」や、「東北⾷べる通信」の企画

・開発・運営、親⼦向け地⽅留学プログラムの企画・実施等を⾏う。2022年4⽉に株式会社ポケットマ

ルシェから現社名に商号変更。「都市と地⽅をかきまぜる」をミッションとし、「都市と地⽅」「⽣産

者と消費者」「⼈間と⾃然」など、両者の間にある「分断」をつなぎ、かきまぜ、その境⽬をなくすこ

と。そして、⽣かし、⽣かされあう関係を実感することで、感謝や喜びを感じられる社会を作ることを

⽬指している。

申し込み⽅法

peatixからチケットをお申し込みください。

https://minamiuonuma-startupday2023.peatix.com

新潟県南⿂沼市

市⻑：林茂男

⼈⼝：約53,000⼈（2023年9⽉現在）

HP：https://www.city.minamiuonuma.niigata.jp
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当プレスリリースURL

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000024.000117712.html

南⿂沼市のプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/117712

【本件に関する報道関係者からのお問合せ先】

南⿂沼市 産業振興部 商⼯観光課 担当：⼩林

電話：025-773-6665

メールアドレス：syoukou-s@city.minamiuonuma.lg.jp

FAX：025-773-6710
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報道機関 各位  令和５年９月２８日 

南魚沼市産業振興部  

商工観光課  

件 名 

南魚沼市公式求人サイト「南魚沼マッチボックス」の開設について  

内 容 

株式会社 Matchbox Technologies （マッチボックステクノロジーズ  

本社：新潟市中央区  代表取締役社長  佐藤洋彰）と連携し、下記のと

おり南魚沼市公式求人サイト「南魚沼マッチボックス」を開設します。 

記  

１．開設日   令和５年 10 月１日（日）  

２．概 要  １日単位や数時間単位で働きたいという求職者と事業者

を、ＤＸを活用してつなげるものです。スマートフォン

から求人へ申込ができ、勤務後すぐお給料が入ります。

３．目 的  ○ 市内企業の人材不足解消と生産性向上

○ 誰もが柔軟に働ける地域社会の実現

○ 体験就業によるＵターンの促進

４．利用者   子育て・介護中の人、シルバー世代、学生、副業をした

い人など、ライフスタイルに合わせて隙間時間を活用し

て柔軟に働きたい人  

５．事業者   求人掲載事業者を、随時募集しています。  

６．料 金  事業者、求職者ともに登録無料。ただし、事業者は採用

した場合に採用手数料等が必要。12 月 31 日（日）まで

採用手数料無料キャンペーンを実施。  

添付資料  

・南魚沼市公式求人サイト「南魚沼マッチボックス」チラシ

報道資料  

≪お問合せ先≫  

南魚沼市産業振興部商工観光課  
担 当：商工振興班 影山  
電 話 ０２５―７７３―６６６５  
ＦＡＸ ０２５―７７３―６７１０  
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	【新潟発自治体スタートアップイベント】渋谷の真ん中で、Minamiuonuma Startup Day を開催！【初開催】
	新潟県南魚沼市発！スタートアップミートイベントを開催します。会場では、お米の試食や日本酒の試飲もお楽しみいただけます。





